
宅間三十年 をum た・中 国
は、 い

ま、
巨 大な転後を遂げつつ 雌閉め い

て いる ・そし て 、文化大革命がま
さに大
いなる鹿妄であ ったこと

は、もはや誕 の自 にも明らか にな

っトコとは いえ 、こう した現 代 中国の
激動

の
過粍 を、自ら の報道の点実

と その内任 に附附して必述 し件たジ
ャーナリストが、わ が国 にど
れほ

ど存花する であろう か・
業即位氏がこ の点で貨去

な例外
的存在であ ることは、周知のとこ

ろである＠その抽出回氏は 、中国自
身
が文化大 部命を消算しよう とし

は
じ
め たとき 、『毛沢東 の悲劇』

を克明に記録 しはじめ た・私はそ

の
お一、第二巻を説んだが 、その

手
法は
、
資料によっ て実蕊
的に経

過をあ とづけつつ 、ま
さにホイ門小

主図 真重量 。砂

吋Z偽中2 帽 な宇
嶋2 号 き者口コw A哩.. 

Z聖？を 嶺雄色h 

魂 1' 

k六
7
バw
hv
H
W
P
ゴ
ヂ脅

HrルS1illll111111111
f

説のようにドラマを再挑成しよう一

とするものであり、おのずと読者一

をして真迫感にひたら
せるあたり一

著者が中凶分析の鋭
さ
ととも に、
一

ジャーナリストとしての見取な純一

成カと文平刀をおしていること’を一

示している ．KI－－
一

一おお民じて、ここまで執念
的に一

この大作 に取り組ま
せ
た
動

機 は、一

おそらく 、凡百の中国報道
や文革一

論の厳偽にたいする怒りであ り 、
一

中国 の現実をリアルに報道すべき
一

だという点慾な記者魂であったに一

ちがいない ・
一

かつて文革初期に毎日新聞役の一

外信部による『熊山夜話』の訳業一

が策池寛賞を受けたことを惣うと
一

き、あれから十余年、反革命
の冷一

とい わ
れた『燕山夜話』が中国で
一

再刊
された今回の時点で、集国民一

の功絞がこうして改めて評価
され一

たことは、大いに礎資すべきこと一

であ り、また印象深いことでもあ一

る・これを機 に氏が初心を忘
れ一

ず 、問題を深めて下
さることを期一

符してやまない＠
『文砂山C肉 人殺総評

をま設け

て こら
れた四人の方 々が 菊池貫性

を受賞され たことに、心
からのお

祝いを申
し
上げ た いと思います。

それは勿論、 かつて その同人雑誌
将

によっても のを内くや藷に入っ

たも の のひとり として の、例人的

な
感献を こめ たお祝 いであ ります

が、 それ
と同時 に、その方月刊 のお

仕事が新人発掘へ の寄与という直
接的なはい味を越えて、日本での文

学的営みへの更に大 きな意味 をも
併せ持っていると考えているも の

から の、 長年 のご労苦へ の涜峻と
感謝

でもあります ・
ひとつの 時代 の文学は、夜空 に

削く総数の段の々ようなも のと古
えましょう
。

時 代を代hkす るいく

つ
かの傑作 が一際明るく鱒いて、

人 々の限を奪 うことは当然です。

支無窃 名
界

の柴h史星
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田た 箆 のラ星作 ル 座き朔i ； 図
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41
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f 例えば『照楽狂言』『間合教師 』
一

『 心』のつくる三角形は、その時一

代金体の姿を予感
させ
ます ・し
か一

しい
かなる傑作も 、それのみで現一

突のすべてを表現することはでき一

ま
せ

ん ．決して言い尽
せ

ぬ現実の一

多様性は、無数の昆の々つなが一

り、 それ
ら の星が々つくる様な々一

足座 、その様な々日明－座が桃成する一

天空によって、始めて騎手小可能で
一

す ・そして、それ自体としては弱一

弱しい光し
か発し
えぬ無名の星々一

も、 その尾庫、天空を形づくるも一的－F、，，

のとして、欠けてはならぬ役制を一υ

負っています ．
一

今度受賞
された四人の方 が々長一

年にわたって栄
されたお仕事は、一

そうした無名の星が々つくる足座一

図の克明な記録であったと、 私に一

は思
えま
す・今
から五十年後 、百一

年後の批評家 、研究者が、昭和後一

期の
傑作について怠ろうとす る一

時、これ
ら無名の長の々良住図一

は、 その傑作がどんな夜空やお川知一

に細川いていたかを知るため に不可一

欠の資料となる のです・

真摯な記者魂　柴田穂氏　『文藝春秋』12月-1979.12.00



先
年
山
口

一般
若
が
直

木賞
を
授
け
ら

れ
た
時
の

受”μ
記
念
パ

ー
テ
ィ

の

席
上

で
、

私
は
、

こ

う
い

う

名脊
あ
る

貨
を

授
け
ら
れ
て
も、

そ
の

後、

自
党
ま
し

い
文
学
活
動
を
行
う
こ
と
な
く、

い
っ

と
は

な
し
に
文
界
か
ら
姿
を
消
し
て
し

ま
う
よ
う
な
人
も
い

る
が
、

ど
う
か
山

口

君
は

そ
う
い

う
こ
と
に

な
ら
ず、

今

後
は
一

日m
精
励
し
て
活
発
な
文
学
活
動

を
展
開
し
て

此
い
た
い
と
挨
拶
し
た
。

そ
し
て
山
口

活
は

私
の

期
待
に

そ
む
か

ず
、

旺
盛
に

仕
事
を
し
絞
け
開
始
し
て

き
た
。

山
口

万
に
と
っ

て
は

未
知
の

人
に
、

山
口

忍
を
紹
介
す
る
よ
う
な
均
合、

私

は

「
作
家
の

山
口

さ
ん
で
す
」

と
云
う

日2
現橋ピ学��t 
� ::tt; 

門
は
聞
か
れ
た

〈
山
口
瞳
氏V

菊
池
究
災
受
件以
を
喜
ぶ

の

を
つ
ね
と
し
て
い
た
が
、

突
は

私
の
一

ぞ
う、

昭
和
三

年、

経
初
の

訪
ソ
公
演

気
持
に
は
、

こ
の

「作
家
L

と
い

う

と

歌

舞

伎

を

世

界

に

の

団

長
だ
っ
た

城
戸
四
郎
さ
ん
も、

数

謎
に
い
つ

も
多
少
ひ
っ

か
か
る
も
の
が一
〈

斡
諸
州
公

演
ス

タ
ッ

フ
v

Z

振

を去
っ

た
・

あ
っ

た
。

山
口

右
の

仕
事
は

司

2
2
目・一

い
や
、

そ
れ
ば
か
り
か
、

友
団
次、

一

か
ね

た
け

と

し

お

件
。
三
伯
仲
の

そ
れ
で
あ
る
こ
と
が

多
か
っ
一

河

竹

登

志

夫

狼
翁
か
ら、
戦
後
の

海
外
行
に
お
い
て
、

た
か
ら
で
あ
る
。

つ

ま
り
い
い

謀
で
一

詣

5

8

こ
う
し
た

霊

長
も
大
切
な

が

の

雑
文
家
で
あ
る
。

山
口

君
を
志
賀
直
一

「
歌
舞
伎
は

旅
す
る

大使館
」

と
は
、

一

の
か
げ
の

功
労
者
だ
っ

た
小
道

具藤浪

哉
や

ぬ崎

藤村
の
よ
う
な
「
作
家
」

と
一

去
年
の

訪
豪
公
演
の
と
き、

現
地
某
新
一

与
兵
衛
君
ま
で
、

物
故
し
た
人
も
す
く

は
見
倣
し
が
た
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
・

一

川聞
が
か
か
げ
た
名
汗
だ。

ま
さ
に

そ
の
一

な
く
な
い
．

こ
れ
は

多
才
な
東・
京
人
の

避
け
紛
ぺ

か
一

と
お
り
で
、

文
化
こ
と
に

生
身
の
役
者
一

こ
う
し
た
人
々
、

関
係
金
日
の
一

致

ら
ざ
る
宿
命
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

一

に
よ
る
泌
劇
ぐ
ら
い
、

一

国
を

代
泌
す
一

協
力
に
よ
り、

毎
回
放
－M
の

質
の

舞
台

そ
こ
へ

持
っ

て
き
て

今
回
の

菊池
克
一

る
も
の
は
な
い
。

昭
和
三

年
の
ニ
代
目
一

を
見
せ
て
き
た

ll
そ
れ
が
、

歌
舞
伎

日
の

受
賞
だ
．

こ
の

絶
好
の

機
会
に
、

一

左
団
次
訪
ソ
い
ら
い
、

歌
舞
伎
の
海
外
一

を

枇界
の
も
の
に

し
た
の
だ
と
思
う。

ぜ
ひ
山
口

君
は

「
雑
文
家
L

を

廃業
し
一

公

泌
が
日

本
の
文
化
外
交
に

来
た
し
た
一

私
も、

二

十

年前
の

昭
和
三

十
五

年

て

寸
作
家
L

と
し
て

起
っ

て

貰

い

た
一

功
績
は

絶
大
だ。

受
賞
は

当

然

で

あ
一

の

訪
米
公
演
か
ら、

訪
ソ
、

訪
欧、

そ

い
。

ま
た

受賞対
象
と
な
っ

た
作
品
が
一

る
。

一

し
て
去
年
の

初京
ま
で
前
後
五
回、

文

注
目

を浴
び
た
の
は
、

こ
の

作
品
の

材
一

舞踏探
や

能
・

狂
古
は

上
況
の
も
の
と
一

苔
顧
問
と
し
て

解
説
や
反
響
必
査
の
た

料
の
た
め
で
も
あ
っ

た・

下
枇
話
な
官
一

さ
れ
て
い
た
か
ら、

明
治
時
代
か
ら
外
一

め
同
行、

さ
さ
や
か
乍
ら
お
手
伝
い

し

薬
を
使
え
ば
v

こ
の

作
品
に
は
ネ
タ
の
一

国
に

も
紹
介
さ
れ
た
が
、

庶
民
が
生
み
一

て
き
た
の
で
こ
の

受
賞
は

人
ご
と
と
恩

よ
さ
で

喰
わ
せ
る
飽
の
よ
う
な
と
こ
ろ
一

台
て
た
歌
舞
伎
は
、

松
竹
の
プ
ロ
ジ
ュ
一

え
ず、

ほ
ん
と
に

う
れ
し
い
．

ま
た、

が
あ
る
。

こ
の

作
ロ
聞
を
人
に

読
ま
せ
た
一

l
ス
に

よ
る
こ
の

十
四
回
の

外
国
公
淡
一

こ
の

仕
事
の

意義
を
ふ
か
く
理
解
し
、

の
は
、

作
者
の
筆
力、

描
写
力
で
は

な
一

に
よ
っ

て
、

は
じ
め
て
世
界
の
も
の
と
一

促
進
助
成
に

あ
た
っ

て
き
た
国
際
交
涜

ぃ
。

私
は
、

ま
さ
に
こ
の
一

作
を
切
っ
一

な
っ

た
の
だ。

一

基
金
ハ
旧
国
際
文
化
振
興
会
〉

も
え
ら

か
け
に
、

山
口
一
点
が

誕
の

「
作
家
」

へ
一

「
世
界
の
歌

舞
伎
」

を
ロ
に
し
て
い
た
一

い
．

あ
の
国
こ
の
国
で
の
、

熱
狂
し
た

の

途
を
辿
り
始
む
べ

き
時
は

き
た
と
思
一

大
谷
竹
次
郎
さ
ん
が
、

地
下
で
ど
ん
な
一

級
容
の

阪、

顔
：
：
：
が
浮
か
ぶ
・

松
竹

っ

て
い
る
。

妄
言
多
謝｝

に

よ
ろ
こ
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う。

J・、
ん、

お
め
で
と
う
！

菊池寛賞受賞を喜ぷ ( 357) 


